
人口ビジョンに見る嬉野市の課題 

            ～ ５つのポイント ～ 



（１） ２０～３９歳女性の人口減少 
  
   ☞総人口に占める割合（２０１０年） 
 
  嬉野市：１０．０％  全国：１２．４％  佐賀県：１１．３％ 
 
 
 
 
（２） 合計特殊出生率の低下 
 
   ☞合計特殊出生率（２００８～２０１２年の推移） 
 
  嬉野市：１．５７ ⇒ 佐賀県下  １３位 ／２０市町中 
 



（３） 男性未婚率の増加 
  
  生涯未婚率（２０１０年）  
   ※50歳になった時点での一度も結婚したことのない人の割合 

 

  嬉野市：２１．０％  全国：２０．１％  佐賀県：１８．２％ 
 
 
                  
 
 
  嬉野市内の男性の ５人に１人 は生涯未婚！ 
 
                ※ちなみに女性は９．４％ 



（４） 女性のふるさと回帰 
  

  年齢階級別人口移動の状況 

   １５～１９歳（２００５年） ⇒ ２０～２４歳（２０１０年）   －１７２ 人 

   ２０～２４歳（２００５年） ⇒ ２５～２９歳（２０１０年）   － ６２ 人 

   ２５～２９歳（２００５年） ⇒ ３０～３４歳（２０１０年）   － ５０ 人 

   ３０～３４歳（２００５年） ⇒ ３５～３９歳（２０１０年）   － ３２ 人 

   ３５～３９歳（２００５年） ⇒ ４０～４４歳（２０１０年）   － ３５ 人 

 

 つまり ・・・ 

  ２００５年～２０１０年の５年間で嬉野市内から１５～３９歳の女性が 

 

              ３５１人 減っている．．． 

                              

                         ※ちなみに男性は２６８人の減少 



（５） 若者がカギを握る 「医療、福祉」 
  
  ☞嬉野市の産業構造における特化係数（２０１０年） 
 
       男性： １．９    女性： １．４ 
 
 
  ☞１５歳～３９歳 就業人口の構成割合（２０１０年） 
 
       男性： ５１．１％    女性： ４６．８％   
 
 
 
    他の産業に比べて圧倒的に高い。 
 


